
















































































回 内容 時間 
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16 総括 31 









14 各クラス 1 公演、反省会、翌日の準備 







12 音響、照明の確認  
13 会場設営・リハーサル 
14 1 公演、反省会、翌日の準備 













































































































































































3.3 3.3 3.5 4.0 4.5 4.5 
Q16 3.0 3.7 3.8 
3.5 
⬇ 












































































3.3 3.9 4.5 4.6 
表9 フロアー劇選択 

















































3.3 3.4 3.4 3.9 4.5 4.6 
表10 運動あそび選択 
 8 9 10 11 12 13 14 15 
Q6 3.6 3.8 3.9 
3.7 
⬇ 
















3.6 4.0 4.3 4.7 
Q7 3.7 3.7 
3.5 
⬇ 






3.4 3.4 4.0 4.4 4.8 
Q16 3.9 3.9 4.0 
3.6 
⬇ 
































 8 9 10 11 12 13 14 15 
Q6 3.0 3.3 3.6 
3.4 
⬇ 





























3.3 3.4 4.0 4.0 4.6 
4.5 
⬇ 
Q16 3.0 3.8 3.8 
3.5 
⬇ 
3.7 4.0 4.8 
4.7 
⬇ 
Q17 3.0 3.0 3.8 
3.5 
⬇ 





































































8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 
Q9 Q7
「教職実践演習(幼稚園)」実践報告・共通理解の必要性 
－39－ 
2）フロアー劇 
①課題の達成について 
・ねらいを立て、記録を書くことができた(5名) 
・保育の場を想像しながら取り組めた(2名) 
・自ら進んで行動に移すことができた(1名) 
・自分にできることを取り組めた(1名) 
②学んだこと 
・クラス全員で団結・協力すること(10名) 
・自分の思いを伝えること(5名) 
・時間を有効に使うこと(2名) 
・自分の取り組みがみんなに伝わること(2名) 
・みんなで作り上げる楽しさ(2名) 
・子どもへの接し方(2名) 
・自分の仕事をこなすこと(1名) 
・周りを良く見ること(1名) 
・同じ目標に向かって頑張ること(1名) 
・演じることの楽しさ(1名) 
3）運動あそび 
①課題の達成について 
・ねらいを立て、記録を書くことができた(17名) 
・日々の課題を高く持ちすぎた(3名) 
・計画的に進めることができた(1名) 
②学んだこと 
・団結・協力すること(20名) 
・相手を認め合うこと(6名)  
・子どもの目線になり声掛けをすること(5名) 
・行動に移すこと(4名) 
・自分の思いを伝えること(4名) 
・安全面の配慮(3名) 
・達成感(3名) 
・計画の大切さ(3名) 
・その場に応じた対応(2名) 
・まとまることの大変さ(2名) 
・保護者への接し方(2名) 
 
[記述内容] 
①課題の達成について 
・毎回ねらいと内容を立てることにより意識が
高まり課題の達成に繋がったと思う。みんなで
意見を出して作り上げることができてよかっ
た。 
・課題を達成するために、毎回皆と協力して取り
組むことができた。 
・いろんな話し合いを繰り返す中で、お互いの気
持ちを伝え合うことができ、また相手の気持ち
も受けとめることができた。 
・クラスの話し合いや役割を決めていくことで、
自分のするべきことを見つけることができた。 
②学んだこと 
・グループ内の雰囲気で、やる気がでたりでなか
ったり、本当は楽しくやれるものがつまらない
ものになってしまったりするので計画的に作
業を進めていくだけではなく仲間同士うまく
やっていくことも大切だと思いました。 
・自分だけでなく、みんながいるという仲間意識
を持つことができ、相手の意見を聞こうという
姿勢を身につけることができた。 
個人の振り返りでは、話し合いを基に共通の課題
を認識し、ねらいを立て、記録を取ることにより、
計画・実行・評価・改善を毎回の授業で行ったこと
が課題の達成に繋がったと記述した学生が最も多
かった。学んだ内容としては、団結することや協力
することの大切さを改めて実感する機会となった
ことがわかった。 
また、各クラスの全体の振り返りとして出てきた
内容は以下の通りである。 
 
Aクラス：互いを意識し、高め合うことが大切。 
Bクラス：互いの気持ちを伝え合うことが大切。 
Cクラス：子どもの姿を捉えることや、具体的な
ねらいを立てることが大切。 
Dクラス：常に改善しようとすることの大切さ。 
Kクラス：一人一人が積極的に行動することと、
伝達を怠らないことの大切さ。 
Lクラス：ねらいを決めることや、時間の大切さ。 
 
以上のことから一つの目的にクラス全体で取り
組む場合、共通認識を持つことが大切になることを
多くのクラスが実感している。互いを認め合い、理
解することが課題達成に繋がることを授業を通し
て学び合うことができた。また、長期の保育実践を
イメージした体験からの振り返りの持つ意味は大
きい。 
Ⅵ．まとめと今後の展望 
本研究では、「報告・連絡・相談」を平成24年度
の「教職実践演習(幼稚園)」の重点と捉え、授業を
通して様々な立場における共通理解の必要性を調
研究論文 
－40－ 
査・分析してきた。教員間で共通理解を図ろうとし
た結果、学生の動向に対する教員の認識は近づいて
きていたが、そこには、時間的な制約が伴っていた
ことも事実である。このことから、教員間において
はミーティングに更なる時間を当て、授業当日の事
前打合せを行うなど、限られた時間の使い方が、今
後の課題として持ち上がった。そのため、打合せの
方法としては、「伝言ボード」を活用したり、授業
前に定期的な打合せを行ったりして、より共通理解
を図る方法を工夫していきたい。共通理解のために
時間を費やすことは、学生の授業ごとの目的意識を
全体として高めていくことに繋がると考えられる。 
また、学生の振り返りからも、一つの活動を通し
て互いの気持ちを伝え合うこと(共通理解)の重要
性を再認識した意見が多くあがり、教職実践演習が
「まとまりや連携」について学ぶことのできる内容
であったことが窺える。教職実践演習は、社会性や
対人関係能力に対する事項に準じた内容を習得す
ることを目的としていることから、この授業内容が
学生の学びに果たした役割は大きい。学生の主体性
に任せることから、学生自身の気づきを通して、振
り返りや記録を残すことが、共通理解の基盤となる
ことが理解できた。 
なお、学生の授業の振り返りからは、記録を取り、
毎回ねらいや内容を明確にし、反省を行うことが課
題の達成につながったとの省察が多く、記録の必要
性を理解する多くの意見から、保育現場における記
録の必要性について体験を通して理解したものと
考える。そのため今後は、実習記録や教職実践演習
での記録を通じて、記録の意義や意味をより深く検
討していきたい。 
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